































The chronological order of the 




























1 軒の間口は 2 間半で、これが 6 軒連なるため、全体では桁行
15 間となる。梁行は 2 階の建ち上がる上屋部分の前後に下屋
が付き、各戸で背面側への増築があるため一様ではないが、5
間程の規模となる。
　1 階の平面は市道から分かれ、敷地北面を通る幅 1m 程の私
道に面して入口を前面に設ける。4 枚建の腰付ガラス戸で、下
手の西側半間が戸袋となる。入口を入ると、上手東側に折れ込










































　長屋は東西 16 間、南北 6 間程の敷地に 6 戸 1 棟の建物で、
木造 2 階建切妻平入桟瓦葺の形式である。1 戸の規模は、桁行
間口は東端の紀北ドライクリーニングが 3 間半で、他の 5 棟は
2 間半とする。梁行は 2 階の建ち上がる上屋部分が 3 間で、裏





背面への通土間となる。1 階の居室は 2 室の 4 畳半が 2 室前後
に続き、背面は板の間で 2 畳程度の板の間、通土間突き当たり
の勝手先に便所が置かれる。






























　なお、長屋は 5 戸連棟とするが、全て 2 間半の規模で考える
と敷地に空き地生じる。このため、西側の 1 戸が 3 間の規模で
あったと考えることもできよう。
・評価


























2 間半で、これがかつては 5 軒連なり、全体では 13 間程の規
模であったと推定される。梁行は、上屋が 3 間半で、この正面







って昇った。表側から半間幅の廊下、トコ付きの 8 畳、6 畳広













　1 階は表側の 6 畳が大壁の仕様となるなど、中古の改造で多
くの柱が被覆されるものの、根本的な改造は少なく、当初は幅





































　長屋の建物は 5 戸 1 棟で、東西に棟を配する木造 2 階建で、
東側を寄棟造、西側を切妻造の桟瓦葺の形式とする。全体の平
面は西側の 1 戸が主屋間口 2 間半で西側面に下屋が半間取り付
き、中 3 戸が間口各々 2 間半、東側の 1 戸が主屋間口 3 間で東
側面に下屋半間が取り付く。上屋梁行は 3 間半で、この背面に
は下屋が 2 間規模で取り付くが、東側 2 戸は敷地形状成りに斜
めに平面を欠いている。





　旧喜多家の 1 階は北面の通りに面し主屋の 2 間半全面を掃出
のガラス戸とし、西側で下屋となる半間を土壁とする。前半間
幅が土間で、西側の半間を板の間としてこれが上手西側下屋に
配された便所に接続する。居室は 1 列 2 室で表側から 6 畳、4
畳半で、下手に半間幅の通り土間が配される。裏側の下屋は上
手に手洗いと風呂、下手に台所が置かれる。
　2 階へは 4 畳半上手の押入中に配された階段から表側に向か
って登る。2 階は表側に半間の廊下を置き、6 畳 2 室を配する
1 列 2 室の形式で表側は西側に 1 間半 2 ッ割間口の床の間を構
える。なお、背面は下屋上を物干とする。
　1 階は土間からの天井高さが 2,845mm、9.39 尺、2 階天井高
さは 2,275mm、7.51 尺とやや高い。小屋組は未見であるが、望
見可能な部分から判断すると、間口とは無関係に 1 間程の間隔
で梁が渡され、母屋は前後に 2 本づつ配する。なお、2 階正面
の廊下は下屋とし、軒廻りは出桁のせがい造とする小天井の形
式で、屋根勾配は 5 寸である。





表 1　橋本市中心市街地における近代の長屋における 1 階・2 階の天井高さ
住宅名 推定建築年代 西暦 1 階天井高［尺］ 2 階天井高［尺］ 2 階床の間 桁
吉川家住宅 大正初 6.2 6.4 × 屋根桁・下屋軒桁野材
奥村家長屋 大正末期 6.5 6.7 ○ 下屋軒桁野材
赤坂家住宅 昭和初期 6.2 6.7 ○ 製材・出桁
梶川家長屋 昭和 8 年（聞き取り） 1933 6.5 7.1 ○
平田家住宅 大正末期〜昭和初期 6.8 7.2 ○ 製材
伊丹組 昭和初期 7.3 7.2 ○ 塗籠
上西家長屋 昭和 1 桁台末期 7.9 7.5 ○ 出桁
北田・柏谷家住宅 昭和 10 年 10 月（幣串） 1935 8.0 7.6 ○ 出桁
楠本家長屋 大正末期〜昭和初期 8.0 7.7 ○ 製材
西野家住宅 昭和 10 年 12 月（幣串） 1935 8.0 7.9 ○ 出桁
注：梶川長屋は 1 階天井高を 2410mm として 1 階床が撤去されている。このため、他の住宅と同様に床高さ 450mm を引いた値を
尺寸で換算した。
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家住宅 4 は天井高が 6.8 尺であり、当初より床の間を設けてい




　つまり、大正時代初期頃では 2 階天井高さは 6 尺台とかなり
低く、居室としての整備にとどまっているものの、これが昭和
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